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Ⅰ．概要 

 

１． 作成したホームページ（保育パワーアップ研究会）の継続的な運用を行い，WEB園児

支援システムの普及を行った．新規に6園が本システムの導入を行った． 

 

２． 開発したWEB園児支援システムの継続的な運用を行うとともに，ユーザー（導入した

保育所，幼稚園）の意見を反映したカスタマイズを行った．インターフェイス，入力

やレポート表示ボタンの配置，育児環境評価レポート，一般発達評価レポートなどが

改訂され，より実践のニーズを反映したシステムとなった．e-ラーニングシステムと

して活用可能な，保育支援設計レポート機能を作成した． 

 

３． 開発したWEB園児支援システムの内容妥当性の検証を行った．アセスメントに必要な

園児情報の収集と理解，アセスメント，目標の明確化，支援，評価，継続的な情報活

用，関連・因果関係の検証というPDCAサイクル展開に寄与する機能を内包すること

から，システムの内容的妥当性が示唆された． 

 

４． 本研究における支援期間終了後の目標（到達点）を含み，本システムの活用により向

上すると考えられる保育専門職の専門性スキルを，量的に測定する「園児情報活用ス

キル尺度」の開発と信頼性・妥当性の検証を行った．2因子26項目で構成される園児情

報活用スキル尺度が開発された．単純構造に近い因子パターンを有している結果から

因子的妥当性が確認された．Cronbachのα係数は高い値を示し，内的一貫性の側面か

ら信頼性が確認された．保育の質向上につながるとされる「経験年数」「保育環境評

価票」との有意な正の相関が得られたことより，基準関連妥当性（併存的妥当性）が

確認された．概念に共通性がみられるCommunicative and Critical health literacy尺

度の各下位尺度との有意な正の相関が見られたことより，構成概念妥当性が確認され

た．本尺度を活用することで，保育専門職自身が，園児情報をPDCAサイクルの中で

活用し，一人一人の子どもの力を最大限に引き出す「園児情報活用スキル」を自己評

価し，質の高い専門技術を検討して行ける可能性が示唆された． 

 

５． 保育専門職，システム開発者，研究者で構成される保育パワーアップ研究会を開催し，

WEB園児システムの改定点，e-ラーニングシステム（支援設計レポート）の活用法な

どに関する検討を行った． 
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Ⅱ．実装活動の具体的内容  

 
１．ホームページ（保育パワーアップ研究会）の継続的な運用 
 
（１）運用したホームページの構成 
 運用したホームページは，「トップページ」「根拠に基づく保育とは」「根拠に基づく

実践とは」「根拠に基づくツール」「気になる子どもの実践例と評価」「根拠に基づくツ

ール活用法」「WEBを活用した園児支援システム紹介」「保育パアーアップ研究会メンバ

ー」「リンク集」「保育パワーアップ相談室」で構成（図1，2）された． 
 ホームページのURLは，「http://childnet.me」である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図1 ホームページの構成 
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図2 ホームページのイメージ 
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（２）運用したホームページのアクセス解析 
 Google Analyticsを用いて，平成24年10月1日から，平成25年3月28日までのアクセス数

を集計した（図3）．6か月間の総ページビュー数は，2012であった．月別アクセス数は，

219〜417であり，ホームページの活性化が平成25年度の課題である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 ホームページアクセス数 
 
 
（３）ホームページを通しての本システム申込数 
 発信だけの一方通行のサイトではなく，意見交換を行なえる「電子掲示板システム」を

掲載し，350を超える書き込みを確認した（図4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 電子掲示板システム 
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（４）ホームページを通しての本システム申込数 
 ホームページを通して，26の保育所からWEB園児支援システム体験版の利用申し込みが

あり，6保育所がWEB園児支援システムの導入を行った． 
 
 
２．WEB園児支援システムの継続運用とカスタマイズ 
 
 開発したWEB園児支援システムの継続的な運用を行うとともに，ユーザー（導入した保

育所，幼稚園）の意見を反映したカスタマイズを行った．インターフェイス，入力やレポ

ート表示ボタンの配置，育児環境評価レポート，一般発達評価レポートなどが改訂され，

より実践のニーズを反映したシステムとなった．e-ラーニングシステムとして活用可能な，

保育支援設計レポート機能を作成した． 
 
（１）システムの継続運用 
 平成23年度からの継続 32保育所，新規導入 6保育所が，本システムを活用した． 
 
（２）ユーザー意見を反映したシステムのカスタマイズ 
 
 １）全体像 

① 園児一覧画面，個人画面，個人レポート，園レポートなど，すべての画面に「こ

のページのトップに戻る」ボタンを付けた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 園児一覧画面のフィルタの「クラスを選択」「年齢を選択」のボタンは，「クラ

スを選択（全選択）」「年齢を選択（全選択）」のように表示を変更した． 
③ 園児一覧画面のフィルタに，誕生月の選択ボタンを追加した． 
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④ 帳票一括出力機能をつけた． 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ ツール選択欄に，「すべて表示」のボタンを作成し，未入力ツールを確認できる

ようにした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ タイトルやボタンなどの表示を，「評価」から「チェック」に変更した． 
（レポートのみ，定期調査レポート，随時調査レポート） 

⑦ 「定期チェックはお誕生月にお願いします」というコメントを追加した． 
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２）レポート 
① 年度選択ができるようにした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② アラートの表示，非表示の切り替えボタンができるようにした． 
③ 個人レポートに，生年月日表示を追加した． 
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３）個人調査シート 
① これまでは，上書き保存により最新の情報のみ表示させていたが，年度選択ボタン

を追加し，年度ごとの変更内容を保存できるようにした． 
② 身長，体重の項目を追加した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）気になる子ども一覧表示 

① 気になる子ども一覧表示画面にタブを設け，タブの切り替えにより，個人別一覧表

示と項目別一覧の２種類を表示できるようにした． 
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５）育児環境評価票 
② レーダーチャートの項目「母親のストレス」を「母親の精神的健康」との表記に変

更した． 
③ 養育環境グラフに，「円の外側に近いほど望ましい養育環境です」のような言葉を

追加した． 
④ 養育環境評価グラフを拡大表示可能とした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 養育環境の５項目について，さらに「１３項目のグラフ」を表示させた． 
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６）一般発達評価票 
① 発達評価票の出力様式を追加した．（A4版（A3に拡大可能），紙ベースの発達評価

票と同じ形で出力可能．） 
② 発達評価票の出力様式に「園名」の欄を追加した． 
③ 発達評価票の出力様式は，前回と今回の比較ができるようにした（結果表示枠を2

列にし，２回分の結果を表示させた．） 
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７）ホーム画面の追加 
① 園児一覧画面に入る前の，ホーム画面を追加した 
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８）e-ラーニングシステムとして活用可能な保育支援設計レポート機能作成 
 

① 目標，課題，背景，影響要因，支援方法，根拠で構成される「支援設計レポート」

システムに追加した． 
② 「背景」「影響要因」「根拠」は，システムに入力されたデータから自動入力で

きるようにした． 
③ 「課題」は，一部はシステムから自動入力し，自動入力された「背景」「影響要

因」「根拠」を参照しながら，手入力追加が可能とした． 
④ 「目標」「支援方法」は，「課題」「背景」「影響要因」「根拠」から検討しな

がら作成できるようにした． 
⑤ 支援設計全体について，主任や園長が，コメントやアドバイスを書き込めるよう

にした．  
⑥ 支援設計レポートから，プロフィール画面に身長，体重などを追加編集できるよ

うにした． 
⑦ 支援設計レポートに「自由入力」欄をもうけ，アレルギーの情報などを追加でき

るようにした． 
⑧ 「根拠」について，グラフを用いて視覚的に確認できる表示とした． 
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３．WEB園児支援システムの内容妥当性の検証 

 

（１）目的 

 本システムが園児情報のアセスメント，実践，実践の評価，よりよい実践へのフィード

バックというPDCAサイクルの展開のための機能を内包するかどうかにより，内容的妥当性

を確認した． 

 

（２）対象と方法 

 本システムの開発のために開催した全10回の会議記録を分析の対象とした．会議記録は，

2名の記録者が会議参加メンバーの発言を，その場で要約して速記し，会議後に照合し，互

いの記録の抜けているところを補い1本の記録としたものである．この記録は，会議ごとに，

参加メンバー全員に配布し，内容の記載に間違いがないことを確認している． 

 会議の開催日は平成22年9月から平成23年10月，参加者は保育士，保育園連盟役員，保育

管理職などの保育専門職，乳幼児に関する研究を専門とする研究者，システム開発専門家

であった． 

 

（３）結果 

 【園児情報の基本的活用】，園児情報のアセスメント，実践，実践の評価，よりよい実

践へのフィードバックにあたる【園児情報の発展的活用】の2つを重要カテゴリーとして位

置づけ，本システムの機能を整理した結果，【園児情報の基本的活用】には，「情報の選

定」「客観的理解」「体系的理解」「複合的理解」，「情報の共有」「情報の補完」を意

味する機能を抽出し，【園児情報の発展的活用】には，「保育目標の明確化」「根拠に基

づく支援」「活動の評価」「継続的な情報活用」「関連・因果関係の検証」を意味する機

能を抽出した． 

 

（４）考察 

 本システムの機能を整理した結果，本システムは，アセスメントに必要な園児情報の収

集と理解，アセスメント，目標の明確化，支援，評価，継続的な情報活用，関連・因果関

係の検証というPDCAサイクル展開に寄与する機能を内包することから，システムの内容的

妥当性が示唆された． 
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４．WEB園児支援システムの内容妥当性の検証 

（１）目的 

 本システムの活用により向上すると考えられる保育専門職の専門性スキルを，量的に測

定する「園児情報活用スキル尺度」の開発と信頼性・妥当性の検証を行った． 

 

（２）対象と方法 

 尺度開発に先立ち，本システムを使用し内容を十分に理解している，かつ，園児情報を

日常的に扱っている「保育士グループ」「保健師グループ」，及び，園児情報をより活用

しやすい形で提供するWEBアプリケーション開発を行っている「開発者グループ」の3種類

のグループを対象に，本システムの機能に焦点をあてたフォーカス・グループ・インタビ

ューを実施した．インタビュー記録から本尺度を構成する質問項目を作成した．保育専門

職を対象とした無記名の自記式質問紙調査を実施し，作成した質問項目について，「全く

そう思わない（1点）」から「かなりそう思う（5点）」までの5件法で回答を求め，因子分

析により因子構造の確認と尺度項目の選定を行った．本尺度の下位尺度ごとに信頼性係数

を算出した．本尺度得点と，職業経験年数，保育環境評価票得点，Communicative and 

Critical health literacy尺度得点についてSpearmanの順位相関係数を算出した． 

 

（３）結果 

  2因子26項目で構成される園児情報活用尺度が開発された（表1）．2因子解の因子寄与は，

第1因子8.47，第2因子7.45，共通性15.92であった．各因子を構成する質問項目の特徴から，

第1因子は，園児情報のアセスメント，実践，実践の評価，よりよい実践へのフィードバッ

クに適用されるスキル「園児情報の発展的活用（12項目）」，第2因子は，アセスメントに

必要な園児情報の収集と理解に適用されるスキル「園児情報の基本的活用（14項目）であ

ると解釈され，単純構造に近い因子パターンを有した．Cronbachのα係数は，第1因子α

=0.93，第2因子α=0.90，総合α=0.94であった．職業経験年数との相関は，r=0.32（p<0.001）

であった．保育環境評価票得点（子どもの全体像を捉える領域）との相関は，r=0.26

（p=0.001）であった．Communicative and Critical health literacy尺度との相関は，r=0.49
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（p<0.001）であった．各下位尺度との相関は，Communicative領域得点と，園児情報の発

展的活用との相関はr=0.36（p<0.001），園児情報の基本的活用との相関はr=0.36（p<0.001），

総合得点との相関はr=0.41（p<0.001）であった．Critical領域得点と，園児情報の発展的

活用との相関はr=0.51（p<0.001），園児情報の基本的活用との相関はr=0.41（p<0.001），

総合得点との相関はr=0.52（p<0.001）であった． 

 

（４）考察 

 因子分析の結果，想定した2因子構造が得られ，単純構造に近い因子パターンを有してい

る結果から因子的妥当性が確認された．Cronbachのα係数は高い値を示し，内的一貫性の

側面から信頼性が確認された．保育の質向上につながるとされる「経験年数」「保育環境

評価票」との有意な正の相関が得られたことより，基準関連妥当性（併存的妥当性）が確

認された．概念に共通性がみられるCommunicative and Critical health literacy尺度の各

下位尺度との有意な正の相関が見られたことより，構成概念妥当性が確認された．本尺度

を活用することで，保育専門職自身が，園児情報をPDCAサイクルの中で活用し，一人一人

の子どもの力を最大限に引き出す「園児情報活用」を自己評価し，質の高い専門技術を検

討して行ける可能性が示唆された 
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表１ 園児情報活用尺度 
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３．理解普及のための活動とその成果 

（１）研修会、講習会、観察会、懇談会、シンポジューム等 

年月日 名称 場所 概要 

H24.6.24 
保育パワーアップ

研修会 
筑波大学 
東京キャンパス 

出席者：21名 
WEB園児支援システムの活用，保

育eラーニングシステムの活用に関

する研修を実施した． 

H25.1.27 
保育パワーアップ

研修会 
筑波大学 
東京キャンパス 

出席者：20名 
・ WEB園児支援システムを用い

た支援設計レポート活用に関す

る研修を実施した． 
・ 支援設計レポートを活用した事

例検討を行った． 
 

 
 
 

（２）新聞報道、TV放映、ラジオ報道、雑誌掲載等 

   雑誌掲載 
   助産雑誌 vol.66 no.8 / August 2012 （医学書院） 
   WEBを活用した園児支援システムの紹介 
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（３）論文発表（国内誌 1 件、国際誌 2 件） 

1) Anme T, et al. Does night care affect development? A five-year follow-up, 

Education, 2(5), 2012. （in press） 

2) Anme T, et al. Health of School-Aged Children in 11+ Hours of Center-Based 

Care, Creative Education, 3(2), 263-268, 2012. 
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（４）WEBサイトによる情報公開 

1) 保育パワーアップ研究会 

http://childnet.me 

 

2) 子育ち子育てエンパワメントに向けた発達コホート研究 

http://plaza.umin.ac.jp/~empower/ecd/ 
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   ①口頭講演   （国内会議 2 件、国際会議   件） 

 安梅勅江. 「子育ち子育てエンパワメント WEB 活用の可能性」. 第9回 日本子

ども学会議（学術集会）. JST東京本部別館（東京）. 2012年10月20日〜21日． 

 渡辺多恵子. 根拠に基づく保育専門性向上 — ＷＥＢ園児総合支援システム活用

法 . 第65回日本保育学会. 東京家政大学（東京）. 2012年5月4日〜5日． 

 

   ②ポスター発表 （国内会議 1 件、国際会議   件） 

 渡辺多恵子. 保育専門職用ヘルスリテラシー尺度の開発. 第71回日本公衆衛生学

会. サンルート国際ホテル山口（山口）. 2012年10月24日〜26日． 
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